
商空間をはじめとした多様な空間づくりを手がける株式会社船場では、2019年よ
りBIM推進を開始し、現在では年間約200件ものプロジェクトでRevitとEnscape
を活用している。本記事では、船場 BIM CONNECT本部の大倉佑介氏と野畠 滉
氏の2名を迎え、BIM推進の現在地と、推進を支えるマウスコンピューターのクリエ
イター向けノートPC「DAIV」の活用状況について聞いた。
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軽やかなBIM推進を支える
ノートPC「DAIV」

商環境やオフィスの内装デザインを手がける
船場のRevit×Enscape活用事例

――まずは船場のBIM推進についてお聞かせ
ください。
大倉佑介氏（以下、大倉）：2019年、生産性向
上や新たな価値創出を主な目的としてBIM推
進室を立ち上げました。社内でこの取り組み
を推進していくための切り口として、内装の
ビジュアライゼーションに目を向け、早い段
階でEnscapeを導入しました。内装は建築に
比べて仕上げのマテリアルが多く、かつ設計
変更が頻繁に発生します。しかし2Dの図面と
少数のCGパースだけでは、関係者全員が完成
形を正確にイメージするのは困難で、オープ
ン後に「想像とちがう」という課題がありまし

ロックダウンや半導体不足の影響で、PCの
納品は7～8ヶ月待ち、というケースも多かっ
たなか、マウスコンピューターは国内製造の
ため「1週間で納品可能です」とスピーディに
対応してくれました。
――毎年、導入台数も増えているそうですね。
大倉：船場では毎年20～30人ほどを対象に
独自の内装BIM教育を実施してきました。
BIMを活用できるメンバーの増加に伴い、
DAIVの導入台数も、2022年の5台からス
タートし、23年に25台、24年に20台、そし
て25年には40台と増加してきています。

――PC選定にあたって重視されたスペック
を教えてください。
大倉：RevitとEnscapeを快適に稼働させる
ためには、GPU性能が最も重要です。現在は
GeForce RTX 4070 Laptop GPUを標準と
しています。また、メモリに関しては32GB
が必須です。16GBでは、大規模なプロジェ
クトを開いた際に処理が追いつかず、実業務
に支障が出てしまいます。
――Enscapeではどういった場面で負荷が
高くなりますか？
野畠 滉氏（以下、野畠）：やはり空間の規模が

た。RevitとEnscapeを連携させてリアルタイ
ムで空間をビジュアライズしていくことで、
クライアントをはじめとする関係者間でのコ
ミュニケーションが非常にスムーズになりま
した。現在では、飲食店、物販店、大型商業施
設、ホテル、オフィスなど、年間約200件のプ
ロジェクトで活用しています。
――社内への普及が進む中、ハードウェア環
境にも変化がありましたか？
大倉：BIMを推進し始めた2019年当時はデ
スクトップPCも使用していましたが、コロ
ナ禍による在宅勤務への移行や、クライアン
ト先・現場への持ち出しが増えたことで、ノー
トPCへの完全移行が決まりました。ただ、当
時使用していたノートPCは非常に重かった
ので、2022年に軽量かつ高性能なマウスコ
ンピューターの「DAIV」を選定しました。納
期も選定の決め手になりましたね。当時は
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大きい商業施設などはデータが重くなります。
また、内装特有の事情として、間接照明や複雑
なマテリアルのテクスチャ、そして植栽など
の細かなオブジェクトを大量に配置するため、
ポリゴン数や光の計算負荷が跳ね上がります。
大倉：そうした重いデータをスムーズに扱う
ためにも、GeForce RTX 4070と32GBメモ
リは欠かせない条件ですが、DAIVは標準構
成でこのスペックを満たしており、カスタマ
イズによる納期の遅れを気にせず導入できる
のが素晴らしいポイントです。
――実務上、DAIVのどのような点を評価さ
れていますか？
野畠：ディスプレイサイズが16型と大きめな点
が非常に気に入っています。DAIVの場合、画
面のベゼル（縁）も細いので没入感があります。
大倉：そして何よりも“軽さ”です。本体重量
が約1.60kgと軽量なのはもちろんですが、
私たちにとって革命的だったのが、ACアダ

プタの小ささと軽さでした。GeForce RTX 
4070を搭載するようなハイエンド機は、
200W以上の巨大で重いACアダプタが付属
しているケースが多いです。しかし、DAIVの
ACアダプタは薄型でコンパクトです。カバ
ンに入れた際の総重量が軽くなったことで、
持ち運びに対して挙がっていた「重くて大変」
という社内の不満は解消されました。
――クライアントのオフィスにPCを持ち込
むことも多いですよね。
野畠：はい、やはり打ち合わせの場では、
DAIVのようなどんな空間にも馴染むスマート
で落ち着いたデザインが扱いやすいですね。
プレゼンテーションの主役はあくまでもデザ
インの提案。ノイズにならない点は重要です。
――船場の内装ビジュアライゼーション、今
後はどのような発展を見据えていますか？
大倉：現在は主にクライアントとの合意形成
やプレゼンツールとして機能しており、顧客
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満足度の向上に大きく貢献しています。今後
はさらに、ビジュアライゼーションそのもの
をクライアントにとって価値をもつコンテ
ンツとして提供していきたいです。例えば、
百貨店のリニューアルオープンの際には、工
事期間に施主のSNSで完成予想のフルCG
ショート動画をながし、プロモーションとし
て活用いただいた実績があります。
野畠：設計者自身がEnscapeを操作して「こ
の角度が空間を一番美しく見せられる」と
ディスカッションしながら画づくりができる
のは、BIMとリアルタイムレンダラを設計者が
直接扱える環境があるからこその強みです。
大倉：内装業界にこれまでなかった見せ方や、
CGだからこそ可能な表現を追求していくこ
とで、内装デザインの価値をより高めていけ
る。そう考えています。今後もDAIVの高い処
理能力と機動力を活用しつつ、内装BIMの可
能性をさらに広げていくつもりです。
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